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n-ヘキサン（CAS no. 110-54-3） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン
甲状腺 
ホルモン 

抗甲状腺 
ホルモン 

脱皮 
ホルモン

その他
*

○ ○ － － － － － － 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
n-ヘキサンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、エストロゲン

様作用、抗エストロゲン様作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Liu ら(2012)によって、n-ヘキサン 3.0、15.1、75.8ppm(チャンバー内空気中設定濃度と思われ

る)に２ヶ月齢から５週間(週７日、日毎４時間)吸入ばく露した雌 ICR マウスへの影響が検討

されている。その結果として、3.0ppm 以上のばく露群で総排卵数、血清中プロゲステロン濃

度の低値、15.1ppm 以上のばく露群で卵胞発達において成熟卵胞が占める割合の低値、排卵死

亡率、卵巣顆粒膜細胞のアポトーシス率の高値、75.8ppm のばく露群で体重、発情周期におい

て発情間期が占める割合、卵胞発達において一次又は二次卵胞が占める割合の低値、卵胞発達

において原始卵胞が占める割合、卵胞発達において黄体又は白体が占める割合、卵胞発達にお

いて閉塞卵胞が占める割合の高値が認められた。なお、血清中卵胞刺激ホルモン濃度、血清中

黄体形成ホルモン濃度、血清中 17β-エストラジオール濃度には影響は認められなかった。 

  想定される作用メカニズム：抗エストロゲン様作用 

 Li ら(2015)によって、n-ヘキサン 100、500、2,500、12,500ppm(チャンバー内空気中設定濃度)

に妊娠１日目から 20 日目(日毎４時間)吸入ばく露した Wistar ラットへの影響(仔動物雌につい

て試験。21 日齢で離乳後、36 日齢から発情周期測定、56 日齢で剖検)が検討されている。その

結果として、100、500ppm のばく露群で卵巣顆粒細胞中 Star 遺伝子プロモータ領域における

相対メチル化度の低値(12,500ppm 群では高値)、発情周期に占める発情前期の割合の高値、卵

巣顆粒細胞のプロゲステロン産生能の高値(12,500ppm 群では高値)、卵巣顆粒細胞中 Star 

mRNA 相対発現量の高値(12,500ppm 群では低値)、500ppm のばく露群で卵巣顆粒細胞中

Cyp11a1 遺伝子プロモータ領域における相対メチル化度の低値(12,500ppm 群では高値)、卵巣

顆粒細胞中 Cyp17a1 遺伝子プロモータ領域における相対メチル化度の低値(2,500、12,500ppm

群では高値)、卵巣顆粒細胞中 Star 蛋白質相対発現量、卵巣顆粒細胞中 Cyp11a1 mRNA 及び蛋

白質相対発現量の高値(12,500ppm 群では低値)、卵巣顆粒細胞中 Cyp17a1 mRNA 及び蛋白質相

対発現量の高値(2,500、12,500ppm 群では低値)、500、2,500ppm のばく露群で発情周期に占め

る発情期の割合の高値、2,500ppm 以上のばく露群で卵巣顆粒細胞の 17β-エストラジオール産

生能の低値、12,500ppm のばく露群で同腹新生仔数、発情周期に占める発情間期の割合、卵巣

顆粒細胞中 Hsd3b mRNA 及び蛋白質相対発現量の低値、卵巣顆粒細胞中 Hsd3b遺伝子プロモ

ータ領域における相対メチル化度の高値が認められた。なお、体重、膣開口日、発情周期所要
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日数、発情周期に占める発情後期の割合には影響は認められなかった。 

  想定される作用メカニズム：低濃度群でのエストロゲン様作用、高濃度群での抗エストロゲ

ン様作用 
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